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桑名水郷花火大会の開催
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３年ぶりに
開催！



桑名水郷花火大会の概要

＜開催日時＞

７月３０日（土）

19時３０分～２０時２５分（予定）

※雨天時は７月３１日（日）に順延

＜開催場所＞

揖斐川河畔

新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響により中止を

余儀なくされましたが、今年は３年ぶりに開催します。

※新型コロナウイルス感染症に関連して、中止や延期になる場合があります。
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①開催時間の短縮

例年１９：３０～２１：００

今年１９：３０～２０：２５（予定）

②飲食の制限

屋台の出店はありません。

会場内での食事、飲酒は

ご遠慮ください。

③入場制限による全席有料

自由観覧席はなく、入場チケット

がない方は入場をご遠慮くださ

い。

⑤インターネット動画配信

入場チケットがない方は、自宅な

どで当日の花火大会の様子をご

覧ください。

④検温、手指消毒の実施

会場内でマスクを着用する

など感染症対策をお願いし

ます。

コロナ対策を行った花火大会の開催

コロナ対策
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入場チケットの販売

１．販売時期及び購入方法

市内在住の方に先行販売・・・・・６月１３日（月）開始予定

一般販売・・・・・６月27日（月）開始予定

２．入場チケットの販売価格
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堤防上イス席

エリア 販売価格（税込） 販売枚数

堤防上イス席 6,000円 200枚

堤防上４人マス席 12,000円 660枚

堤防上２人マス席 7,000円 300枚

堤防上一般観覧席 4,000円 240枚

河川敷一般観覧席 3,000円 1,100枚

※先行販売で完売となる場合がございます。

※購入については、楽天チケット特設サイトをご利用ください。

※詳細は後日、桑名市観光サイトよりお知らせします。

※協賛席約2,500枚とあわせて、合計で約5,000枚となります。



協賛及びボランティア募集

２．ボランティアの募集

・大会当日（７月３０日） 会場設営、入場受付、会場誘導、その他

・大会翌日（７月３１日） 清掃活動
（住吉浦休憩施設に集合、午前５時より開始）

１．花火大会協賛の募集

協賛金額に応じて、入場チケットの配布枚数や宣伝内容が異なります。

協賛金額 配布枚数 宣伝内容

① 一般協賛席 １万円～30万円 ２～11枚
プログラム・ホームペー
ジ

② 特別協賛席（イス席） ３０万円～100万円 30～60枚
プログラム・ホームペー
ジ・インターネット配信

※協賛及びボランティアの詳細については、桑名市観光協会までお問い

合わせください（電話0594-21-5416） 。
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市議会定例会［６月］

提出議案の概要について
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令和４年６月定例会の主な議案
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補正予算の規模

一般会計補正予算（第３号） 補正額 １０億８３０万３千円

国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）

企業会計補正予算

補正額

◎ 一般会計（補正第３号）

・ゾーン30プラスの実施

指定を受けた修徳地区に、区域内の路面標示及びポストコーン等の設置

・市内事業者のＤＸ化等を促進する桑名商工会議所の事業支援

・学校教育への影響アンケート調査

今後予測される児童生徒数の減及びそれに伴う学級数の減などの学校教育への影響についてアン

ケート調査を実施

・博物館の千姫・本多忠刻特別企画展

千姫・本多忠刻復元着物４着（姫路市蔵、時価合計６千万円相当）及び千姫姿絵（弘経寺

蔵、常総市指定文化財）等の公開

補正予算の概要

９８万５千円

７４５万３千円補正額



「ゾーン３０プラス」の実施
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【対策目的】

☆従来の「ゾーン３０」は、警察（公安委員会）

による最高速度３０km/hの区域規制が主な

対策でしたが、「ゾーン３０プラス」では、道路

管理者と警察が検討段階から緊密に連携し、

地域住民等の合意形成を図りながら最高速度３０km/hの区域規制と

物理的デバイスとの適切な組合せにより交通安全の向上を図り、 生

活道路における人優先の安全・安心な通行空間を整備するものです。

「ゾーン３０プラス」の対策目的

従来の「ゾーン３０」
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【対策内容】

☆区域内進入道路１１箇所に「ゾーン３０プラス」の

路面表示・看板設置・最高速度３０km/hの規制標

識の設置やグリーンベルトの新設を予定。

☆修徳小学校北側道路に物理的デバイスの新設として、ポストコーン

設置、センターライン抹消・路側線の引き直し等を予定。

警察による低速度
規制ゾーン３０

道路管理者による
物理的デバイス設置 ゾーン３０プラス＋ ＝

県内初
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「ゾーン３０プラス」の対策内容

路面表示 看板設置
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【対象区域】

「ゾーン３０プラス」の対象区域は、修徳小学校を中心とした区域であり、

東は国道１号、西は近鉄名古屋線線路沿い、北は県道桑名東員線、南は

県道桑名停車場線を囲む区域となっています。

【事 業 費】 １０，９１０千円（６月補正予算要求額）

【実施時期】

☆６月補正予算成立後、警察と連携し速やかに整備・施行をいたします。

（施工例）

「ゾーン３０プラス」の対象区域
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「ゾーン３０プラス」の対象区域

修徳小学校

国道1号

・・・ゾーン30プラス区域

・・・物理デバイス施工箇所

・・・グリーンベルト施工予定箇所

・・・標識看板・路面表示箇所

ポストコーン

標識看板 路面表示

桑名東員線

13



桑名市

６月補正 新型コロナウイルス関連予算

“afterコロナ”
を見据えた
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①アフターコロナ経済対策事業費 【1億9,200万円】

・市内事業者の生産性向上に資する設備投資の支援

・生産性向上の取り組みや業務転換等に要する経費の一部補助

②市内事業者DX推進事業費【4,800万円】

・「業務の棚卸」から「経営課題抽出」「デジタル活用検討」「マッチング」「デジタ

ル実装」など競争力強化に取り組む企業のDX化を支援。

アフターコロナを見据えた新型コロナウイルス感染症対策
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◎ 桑名市津波避難誘導デッキ条例の制定について

南海トラフ地震等により発生する浸水や津波から市民の生命及び身体の安全を守る

とともに、津波が到達するまでの間を利用して安全な場所への避難を誘導することを

目的として、桑名市津波避難誘導デッキを設置する。

◎ 桑名市暴力団排除条例の一部改正について

市内への暴力団事務所の進出を未然に防止し、市民の安全で平穏な生活をより一層

確保することを目的として、所要の改正を行う。

◎ 桑名市水道事業給水条例の一部改正について

水道料金の改定に伴い、所要の改正を行う。

条例の改正

令和４年６月定例会の主な議案
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“市の条例”で暴力団事務所の

開設・運営を禁止

「桑名市暴力団排除条例」の一部改正
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●令和3年度から危機管理監、危機管理室を設置し、反社・不当要求対策を強化・推進

●現在、市内には暴力団事務所は存在しない

しかしながら…

●桑名市は、暴力団対策法に基づく「警戒区域」に定められている

極めて重大な脅威にさらされており、
暴力団事務所規制は待ったなしの状況

暴力団事務所の進出を未然に阻止するには今しかない

点規制（市内１１５か所）【県条例】

＋面規制（市内の１１の用途地域）【市条例】

改正の背景

規制の方法

「桑名市暴力団排除条例」の一部改正
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■点規制

【面積】桑名市の市街化区域の９５．４％を規制

【人口】桑名市全人口の８5.2％をカバー

限りなく市民全体に安全で平穏な生活を確保

「桑名市暴力団排除条例」の一部改正

★
学校

■
図
書
館★

200m
学
校 ★

200
m 学

校

※イメージ■面規制

200m 200m

都市計画区域 市街化区域

95.4％
工業専用地域

4.6％

市街化調整区域など
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■規制の概要

暴力団事務所の開設及び運営禁止区域の設定

１ 禁止される区域

都市計画法で規定する13の用途地域のうち11の用途地域

（田園住居地域と工業専用地域は対象外）

２ 違反に対する措置

①違反行為の中止その他必要な措置を講ずるよう勧告

②それでも従わないときは、その旨を公表

「桑名市暴力団排除条例」の一部改正



その他の発表事項
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桑名市ゼロカーボンシティの実現に向けた取り組み

第８弾

１．太陽光パネル・蓄電池 みんなでおトクに購入しませんか

２．ライフスタイルに合わせた受け取り方を選択しましょう！
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１．太陽光パネル・蓄電池 みんなでおトクに購入しませんか

〇対象
桑名市内の一般住宅・小規模事業所（10kW未満）

〇事業内容
太陽光パネルや蓄電池の購入希望者を多く募ることで、スケール
メリットを活かし、市場価格より一定程度安価に購入していただ
く取り組みです。市民等への募集は支援事業者が行い、市は広報
支援を行います。

〇支援事業者
アイチューザー株式会社（東京都渋谷区）

〇購入プラン
1.太陽光パネル
2.太陽光パネル＋蓄電池
3.蓄電池
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〇太陽光パネル・蓄電池のメリット

【太陽光パネル】

・昼間発電した電気はリアルタイムで使用可能！

・電気代を節約しながら売電収入を得られます

・停電時は自立運転機能に切り替え、停電用コンセントとして使用

【蓄電池】

・昼間発電した電気を貯めて夜間も使用可能！

・停電時は、簡単な切り替えで貯めた電気を使用可能！

〇参加登録から購入の判断までの流れ
①専用ＷＥＢサイトから無料の参加登録（５月～）

②太陽光パネルや蓄電池がいくらで買えるのか見積りを確認（８月頃）

③見積りや専用ＷＥＢサイトの情報をもとに購入の判断（９月頃）

１．太陽光パネル・蓄電池 みんなでおトクに購入しませんか
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※この事業は桑名市とアイチューザー株式会社が協定を締結して実施しています。

桑名市みんなのおうちに太陽光事務局

０１２０－７２８－３００

10:00～18:00（土・日・祝日を除く）

専用Webサイト

https://group-buy.jp/solar/kuwana-city/home

〇参加登録期間

令和４年５月２４日から９月１５日まで

※参加登録期間は延長する場合があります

〇お問い合わせ窓口

１．太陽光パネル・蓄電池 みんなでおトクに購入しませんか
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同時開催

「みんなでこの子の名前を考えてね！」
桑名市のゼロカーボンシティの実現を

応援する新しいキャラクターを市職員

がデザインしました！

この子の名前を募集します！

<募集期間>

令和４年７月25日まで

<応募資格>

桑名市内に在住、通勤、通学の方

<発表>

令和４年８月（予定）

１．太陽光パネル・蓄電池 みんなでおトクに購入しませんか
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２．ライフスタイルに合わせた受け取り方を選択しましょう！

近年、インターネットを利用したネットショッピングを利用する方が増加
傾向にあり、新型コロナウイルス感染症による新しい生活様式の広がり
も相まって、宅配便の取扱い個数が大幅に増加していますが、配達時の
不在による再配達も増加しています。

三重県と連携し、宅配再配達防止啓発事業を実施します
「宅配便には多様な受け取り方があります」

「あなたのライフスタイルに合わせた受け取り方をしませんか」

再配達のトラックから排出されるＣＯ２は

およそ４２万トン

宅配便の再配達により消費されている労働力は

１．８億時間
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〇実施連携団体

日本郵便株式会社、ヤマト運輸株式会社、三重県

〇実施期間
環境月間である6月に実施

〇啓発方法
チラシ、ポスター、県広報誌、ホームページ、SNSなど

※チラシ、ポスターはヤマト運輸取扱店、県内郵便局、大型ショッピングモール、
コンビニエンスストア等にも掲出予定

〇お問い合わせ先
三重県環境生活部地球温暖化対策課

電話 ０５９－２２４－２３６８ mail:earth@pref.mie.lg.jp

２．ライフスタイルに合わせた受け取り方を選択しましょう！
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〇モデル事業の実施
・ゼロカーボンシティ宣言を行っている桑名市と志摩市でモデル事業を実施

・対象地域には自治会回覧による啓発を実施

・啓発効果を検証（再配達率の減少率など）

桑名市では、「大山田団地周辺地域」

がモデル地区に選定されました

【選定理由】

共働き世帯が多く、日中不在となる

時間が多い新興住宅地域（再配達率

が高い地域）

２．ライフスタイルに合わせた受け取り方を選択しましょう！
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ふるさと納税「楽天トラベルクーポン」の導入
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６月１日から開始

ふるさと納税「楽天トラベルクーポン」の導入
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寄附額の３割分のクーポンが付与されます。

ふるさと納税「楽天トラベルクーポン」の導入
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寄附額は10,000円から1,000,000円まで、
ラインナップされています。

ふるさと納税「楽天トラベルクーポン」の導入
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「ローカルハブ」官民をつなぐプラットフォーム

～桑名市の地域力を底上げする実証実験～
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桑名市は、官民プラットフォームサービス「ローカルハブ」を運営する株式会社クラウド

シエン（本社：広島県広島市）と実証実験を開始し、持続可能な社会の実現をめざします。

１. 「ローカルハブ」プラットフォームの概要

持続可能な社会の実現

全国のローカルハブユーザー
（登録事業者数20,000社）

課題の解決市の課題 民間ノウハウKUWANA  OPENFIELD 構想

連携

ローカルハブHP https://localhub.jp/

クラウドシエンの新官民プラットフォーム

全国約40以上の自治体と実証実験スタート

事業者と
行政の

マッチング
支援

公民連携のさらなる推進による

R4.5.29～
スタート！
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総合
計画

ゼロカーボンシティ・スマートシティの実現・行政課題の解決

公民連携

グリーンIoTラボ・桑名

自然環境への取組み

スマート自治体への転換

DXの推進

自動運転やドローンなどの

先端技術の活用

様々な
価値感

技術
の進歩

KUWANA OPENFIELD

官民
マッチング
サービス

これまでの「コラボ・ラボ桑名」や「桑名オープンフィールド構想」などの取り組みに加え、

この「ローカルハブ」を活用し、よりスピード感をもってゼロカーボンシティやスマートシ

ティの実現などの行政課題の解決をめざしていきます。

２. 「ローカルハブ」プラットフォームの背景・目的
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実証実験では「ローカルハブ」を通して、桑名市への民間提案件数の増加や、提案内容

の質的向上などを検証します。また、検証期間終了後は、本格運用に向けたシステム改

修やサイト改善を行います。（検証期間 R4.5.29～R5.3.31）

全国のローカルハブユーザー
（登録事業者） 桑名市

・提案件数の増加
・提案内容の向上

約20,000
社 全国約40以上の

自治体が参加

検証内容

実証実験終了後

・本格稼働に向けた
システム改修
サイト改善
・実証期間終了後も、
継続して掲載可能

市の課題や民間事業者から

の提案を求めたい案件に

ついて掲載

地域活性化、自治体との連

携、SDGｓ等に関心の高い

全国の事業者が登録・閲覧

マッチング

事業者 桑名市

３.「ローカルハブ」プラットフォーム実証実験
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今回「ローカルハブ」では主に下記のテーマの案件について、登録事業者の皆様か

ら提案・意見を募集します。

新たな未来を
ともに創造す
るパートナー
を募集

桑名オープンフィールド構想

民間事業者か
らの自由な提
案を募集

コラボ・ラボ桑名

ゼロカーボン
関連の提案を
募集

グリーンIoTラボ・桑名

民間事業者から
面白い施設の
活用アイデアを
募集

跡地・施設の利活用

４.「ローカルハブ」プラットフォーム掲載案件
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新型コロナワクチン接種について

１ 39



新型コロナワクチンの接種状況

■対象者年代別の接種状況 （令和4年５月29日現在）VRS数値

75
84 83 86 90 92 91

0

50

100

２回目接種率

12～19歳 20歳代 30歳代 40歳代
50歳代 60～64歳 65歳以上

19

42 45
58

71
81 86

0

50

100

３回目接種率

12～19歳 20歳代 30歳代 40歳代
50歳代 60～64歳 65歳以上

約128,500人

113,254人

接種済

88.1％

約128,500人

81,762人

接種済

63.6％

（％）

（％）
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新型コロナワクチンの４回目接種

３回目接種から５カ月経過していること

■ 接種間隔

■ 接種対象者

①60歳以上の人

②18歳以上60歳未満で基礎疾患を有する人、その他重症化リスクが

高いと医師が認める人

■ 予約方法（3回目接種と同様）
１．専用ウェブ予約サイト（https://jump.mrso.jp/242055/)

２．桑名市コロナワクチンコールセンター（☎0120-755-105）

３．一部医療機関は直接電話予約

■ 接種券の発送

・60歳以上の人へは、接種可能時期になったら随時発送

・接種対象者②の人で、接種を希望する人は市に申請

41
■ 予算は既存予算で対応


